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（１）背景
　　　　近年の公共投資の縮減や厳しい財政状況のもと、高度経済成長期に建設された

　　　公共土木施設が、今後、本格的な更新時期を迎え、維持修繕に要する費用が大幅

　　　に増大することが見込まれています。現在、苫小牧市が管理する道路橋は１４３

　　　橋あり、このうち建設後５０年を経過する高齢化橋梁は３３橋で２３％を占めま

　　　すが、２０年後には１０６橋で７４％となり、急速に高齢化が進んでいきます。

　　　今後、増大が見込まれる橋梁の維持修繕・架替えに要する費用に対し、可能な限

　　　りコスト縮減への取り組みが必要不可欠となります。

（２）目的
　　　　このような背景から、コスト縮減を図りながら重要な道路ネットワークの安全

　　　性・信頼性を確保していくため、平成２４年１２月に苫小牧市橋梁長寿命化修繕

　　　計画を策定し、計画的な維持・修繕の取り組みを実施してきました。

　　　　また、令和４年１０月には３回目の計画改訂を実施し、更なるコスト縮減の取

　　　り組みとして、新技術等の活用や集約化・撤去、費用縮減の取り組みについても

　　　検討を行っていきます。

１．長寿命化修繕計画の背景と目的

図-１　建設後５０年以上の橋梁数の増加

写真-１　夕振大橋（橋長９８．４ｍ）

昭和４４年供用開始（５５年経過）

写真-２　勇払橋（橋長８５．７ｍ）

昭和２８年供用開始（７１年経過）
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（１）健全度把握の基本的な方針

　　　　点検マニュアル※に基づき、法定点検を実施し、橋

　　　梁の健全度（損傷の程度）を把握します。

　　　　法定点検はおおよそ５年ごとに実施し、把握した健

　　　全度は、最適な修繕計画（低コストかつ長寿命化を図

　　　る）を立案するために活用します。

　　　　法定点検結果は、橋梁台帳および点検調書にとりま

　　　とめるとともに、公表を行います。

（２）日常的な維持管理に関する基本的な方針
　　　　橋梁を良好な状態に保つために日常的な維持管理と

　　　して、道路パトロール、清掃、応急措置等を実施し、

　　　橋梁の異常や劣化進行要因の早期発見、安全な道路交

　　　通の確保、第三者に対する被害防止を図ります。

※北海道市町村橋梁点検マニュアル（案）北海道道路メンテナンス会議より

　道路橋の機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区　分 状　態

　道路橋の機能に支障が生じていない状態

　道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を構ずることが望ましい状態。

　道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

点検

記録

修繕計画の立案

対策の実施

記録

２．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

緊急措置段階

図-２　維持管理の流れ

表-１　健全度判定区分

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

健全

予防保全段階

早期措置段階
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（１）計画期間
　　　　令和４年１０月に改訂した橋梁長寿命化修繕計画の

　　　対象期間は、令和５年度から令和１４年度までの１０

　　　年間とします。

（２）長寿命化による費用の縮減
　　　　健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的

　　　な方針に基づき、予防保全的な維持管理・修繕計画を

　　　策定し、大規模な修繕や架替えに必要となる事業費の

　　　肥大化に至る前に対策を実施し、ライフサイクルコス

　　　ト（ＬＣＣ）の縮減を図ります。

（３）維持管理区分の考え方
　　　　橋の規模や重要度に応じた管理手法を設定すること

　　　により、維持管理費用の縮減を図ります。そのため、

　　　「市町村版橋梁長寿命化修繕計画策定の手引き（案）

　　　北海道建設技術センター」に基づき、第三者被害、

　　　交通量、周辺条件、環境等に応じた維持管理区分を設　

　　　定します。

 第三者被害を及ぼす可能性のある橋梁

高  ＤＩＤ地区（※１を除く）

 橋長１００ｍ以上（※１を除く）

 重要路線にかかる橋梁

 塩害影響地域（※１を除く）

 維持管理区分Ａ以外（※１を除く）

 橋長１５ｍ以上

 維持管理区分Ａ・Ｂ以外

 橋長１５ｍ未満

低  日常管理（日常点検・維持工事）を主体

 とした維持管理を基本とする橋梁（※１）

※1：歩道橋、人道橋

 交通量１，０００台/１２ｈ以上（※２を除く）

橋梁重要度 維持管理区分 グループ 定義

<予防維持管理>
Ａ

①

②

③

表-２　維持管理区分の定義

修繕計画の立案

対策の実施

記録

図-３　維持管理の流れ

<事後維持管理>
Ｂ

④

<観察維持管理>
Ｃ

⑤

３．長寿命化修繕計画の立案及び対策の実施

点検

健全度の把握
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（４）補修優先順位
　　　　点検により把握した橋梁の健全度および維持管理区分から、補修の優先順位を決定

　　　し、計画的に修繕を実施します。

（５）対策の実施
　　　修繕計画の優先順位に基づき、損傷の著しい部材について順次対策を実施します。

（６）記録
　　　　対策内容を台帳等に記録し、日常的な維持管理、次回の法定点検、計画改訂を実施

　　　する際の基礎資料として活用します。

（７）長寿命化修繕計画の見直し
　　　　平成２４年１２月に橋梁長寿命化修繕計画を策定しました。その後、平成２６年の

　　　道路法の改正に伴い、５年に１度の法定点検（近接目視点検）が義務化されたことを

　　　受け、法定点検結果を反映した修繕計画の改訂を令和元年度を行い、また、道路メン

　　　テナンス事業補助制度要綱の改正に伴い、令和４年度に修繕計画の改訂を実施してい

　　　ます。

　　　　今後の計画改訂については、各年度の点検結果の更新を行うほか、３巡目の法定点

　　　検の結果を踏まえて適宜見直しを行います。

表-３　診断判定と維持管理区分から決まる優先順位

Ⅲ ④事後保全 ⑤事後保全 ⑥事後保全

Ⅳ 悪 ①大規模補修・更新 ②大規模補修・更新 ③大規模補修・更新

Ⅰ 良 ― ― ―

Ⅱ ⑦予防保全 ⑧予防保全 ⑨予防保全

診断判定

維持管理区分

A(予防維持管理) B(事後維持管理) C(観察維持管理)

橋梁重要度
高 低
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（１）対象橋梁
　　　　令和８年４月１日時点での苫小牧市で管理している橋梁数は１４３橋あります。

　　　橋種別および橋長別の割合を下図に示します。苫小牧市の管理橋梁は、鋼橋よりもコ

　　　ンクリート橋の方が多く、全体の７５％をコンクリート橋が占めています。

　　　　また、橋長別では３０ｍ未満の比較的小規模橋梁が全体の６４％を占めており、比

　　　較的規模の大きい１００ｍ以上の橋梁は全体の６％程度となっています。

写真-６　かわぞえ跨線橋（複合橋）

４．対象橋梁及び老朽化の状況

図-４　橋種別橋梁数の割合 図-５　橋長別橋梁数の割合

写真-３　新植苗橋（ＰＣ橋） 写真-４　新川３号橋（鋼橋）

写真-５　王子橋（ＲＣ橋）
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（２）橋梁の老朽化の状況
　　　　令和８年４月１日時点での施設別の老朽化状況を下図に示します。

　　　施設別の健全度Ⅳ判定（緊急措置段階）の橋梁は１橋、健全度Ⅲ判定（早期措置段階）

　　　の橋梁は２９橋あるため、優先順位を基に計画的に修繕を実施します。

※令和６年１２月の追加１橋（弁天東6号橋）については、点検未着手のためグラフへは反映されていません

図-６　施設別の健全性判定区分の割合※

写真-８　下部工 コンクリートの剥離写真-７　鋼橋 塗装劣化・鋼材の腐食

写真-９　支承モルタル損傷 写真-１０　伸縮継手止水ゴムの脱落
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　　　令和４年１０月１日時点での橋梁の健全度をもとに、今後６０年（２０２３年～２０

　　８２年）の修繕・架替え事業費をＢＭＳ※により試算した結果、損傷が大きくなる前に

　　対策を行う予防保全型の累計は約１８５億円に対し、できる限り使用し寿命段階で架替

　　え等の対策を実施する大規模補修・更新型の累計は約６５５億円となり、予防保全型の

　　維持修繕を実施することにより約４７０億円のコスト縮減が期待できます。

※ＢＭＳ（Ｂｒｉｄｇｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ）は、橋梁の損傷度判定結果をもと

　に、将来的劣化予測及び補修費用の計算を行い、橋梁長寿命化修繕計画の基礎資料を作成するシ

　ステムです。本計画では、一般財団法人北海道建設技術センターのシステムを使用し、コスト縮

　減効果を算出しています。

※令和６年１２月の追加１橋（弁天東6号橋）については、未点検のため計算結果には反映してい

　ません。

　　　対象橋梁ごとの点検計画及び対策内容は、様式１－２を参照してください。

５．長寿命化修繕計画による費用縮減効果

６．対象橋梁ごとの点検計画及び対策内容

図-７　保全・更新費用の推移

写真-１１　鈑桁塗装塗替え前 写真-１２　鈑桁塗装塗替え後
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　　　策定した長寿命化修繕計画を基に、コスト縮減を図りながら法定点検及び修繕工事

　　を実施し、重要な道路ネットワークの安全性・信頼性の確保に努めますが、更なるコ

　　スト縮減を図るために、以下の取り組みについて検討を行っていきます。

（１）新技術の活用
１）具体的な方針

　　　　管理する全１４３橋において、国土交通省が公表している点検支援技術性能カタ

　　　ログや新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）などを参考に、従来技術と新技術の

　　　比較検討を行い、有効なものは積極的に活用することで、維持管理に係る費用の縮

　　　減を図ります。

２）短期的な数値目標とそのコスト縮減効果

　　　　最新の点検技術の活用を検討し、特に１巡目点検（平成２６年度から平成３０年

　　　度まで）において橋梁点検車等により点検を実施した４８橋については、重点的な

　　　検討を行います。　　　　　

　　　　また、修繕工事においても、令和５年度から令和９年度までの５年間で、１橋程

　　　度の橋梁における新技術の活用を図ることで、約６百万円のコスト縮減を目指しま

　　　す。　　　

（２）集約化・撤去
１）具体的な方針

　　　　管理する全１４３橋において、橋梁の老朽化や利用実態・周辺環境の変化を考慮

　　　し、集約化・撤去の検討を行うことで、維持管理に係る費用の縮減を図ります。

２）短期的な数値目標とそのコスト縮減効果

　　　　令和５年度から令和９年度までの５年間で、２橋程度の橋梁における集約化・撤

　　　去を行うことで、約２千万円のコスト縮減を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　

７．更なるコスト縮減の取組

写真-１３　従来点検 写真-１４　新技術による点検

　　　　　（参考例：ドローン使用）
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　　　苫小牧市　都市建設部　道路建設課　ＴＥＬ：０１４４－３２－６４８２

初回策定 平成２４年１２月（２０１２年）

第１回改訂（一部） 平成２９年１２月（２０１７年）

第２回改訂 令和　２年　３月（２０２０年）

第３回改訂 令和　４年１０月（２０２２年）

第４回改訂（一部） 令和　６年１２月（２０２４年）

　※1橋追加

第５回改訂（一部） 令和　７年　８月（２０２５年）

第６回改訂（一部） 令和　８年　４月（２０２６年）

第７回改訂（一部） 令和　８年　９月（２０２６年）

９．計画改訂履歴

８．計画策定担当部署
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